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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月18日(2011.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶接ワイヤを所定速度で送給すると共に、予め定めたピーク期間Ｔｐ中はピーク電流設
定値Ｉprに対応するピーク電流を通電し、予め定めたベース期間Ｔｂ中はベース電流設定
値Ｉbrに対応するベース電流を通電し、溶接電圧の検出値が予め定めた溶接電圧設定値に
等しくなるように前記ピーク電流設定値Ｉprを変化させるパルスアーク溶接の出力制御方
法において、
　前記ピーク電流設定値Ｉprが予め定めたピーク電流上限値Ｉpu以上であるときはピーク
電流補償値Ｉph＝（（Ｉpr－Ｉpu）×Ｔｐ）／Ｔｂを算出し、
　前記ピーク電流設定値Ｉprが予め定めたピーク電流下限値Ｉpd以下であるときはピーク
電流補償値Ｉph＝（（Ｉpr－Ｉpd）×Ｔｐ）／Ｔｂを算出し、
　前記ピーク電流設定値ＩprをＩpd＜Ｉpr＜Ｉpuの範囲に制限してピーク電流制御設定値
Ｉpcを算出し前記ピーク電流を制御し、
　前記ベース電流設定値Ｉbrと前記ピーク電流補償値Ｉphとを加算してベース電流制御設
定値Ｉbcを算出し、このベース電流制御設定値ＩbcをＩbd＜Ｉbc＜Ｉbuの範囲に制限して
前記ベース電流を制御する、
ことを特徴とするパルスアーク溶接の出力制御方法。
【請求項２】
　前記溶接電圧の検出値が前記溶接電圧設定値に等しくなるように前記ベース電流設定値
Ｉbrを変化させ、
　前記ベース電流設定値Ｉbrが予め定めたベース電流上限値Ｉbu以上であるときはベース
電流補償値Ｉbh＝（（Ｉbr－Ｉbu）×Ｔｂ）／Ｔｐを算出し、
　前記ベース電流設定値Ｉbrが予め定めたベース電流下限値Ｉbd以下であるときはベース
電流補償値Ｉbh＝（（Ｉbr－Ｉbd）×Ｔｂ）／Ｔｐを算出し、
　前記ピーク電流設定値Ｉprと前記ベース電流補償値Ｉbhとを加算してピーク電流制御設
定値Ｉpcを算出し、このピーク電流制御設定値ＩpcをＩpd＜Ｉpc＜Ｉpuの範囲に制限して
前記ピーク電流を制御する、
ことを特徴とする請求項１記載のパルスアーク溶接の出力制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上述した課題を解決するために、請求項１の発明は、溶接ワイヤを所定速度で送給する
と共に、予め定めたピーク期間Ｔｐ中はピーク電流設定値Ｉprに対応するピーク電流を通
電し、予め定めたベース期間Ｔｂ中はベース電流設定値Ｉbrに対応するベース電流を通電
し、溶接電圧の検出値が予め定めた溶接電圧設定値に等しくなるように前記ピーク電流設
定値Ｉprを変化させるパルスアーク溶接の出力制御方法において、
　前記ピーク電流設定値Ｉprが予め定めたピーク電流上限値Ｉpu以上であるときはピーク
電流補償値Ｉph＝（（Ｉpr－Ｉpu）×Ｔｐ）／Ｔｂを算出し、
　前記ピーク電流設定値Ｉprが予め定めたピーク電流下限値Ｉpd以下であるときはピーク
電流補償値Ｉph＝（（Ｉpr－Ｉpd）×Ｔｐ）／Ｔｂを算出し、
　前記ピーク電流設定値ＩprをＩpd＜Ｉpr＜Ｉpuの範囲に制限してピーク電流制御設定値
Ｉpcを算出し前記ピーク電流を制御し、
　前記ベース電流設定値Ｉbrと前記ピーク電流補償値Ｉphとを加算してベース電流制御設
定値Ｉbcを算出し、このベース電流制御設定値ＩbcをＩbd＜Ｉbc＜Ｉbuの範囲に制限して
前記ベース電流を制御する、
ことを特徴とするパルスアーク溶接の出力制御方法である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項２の発明は、前記溶接電圧の検出値が前記溶接電圧設定値に等しくなるように前
記ベース電流設定値Ｉbrを変化させ、
　前記ベース電流設定値Ｉbrが予め定めたベース電流上限値Ｉbu以上であるときはベース
電流補償値Ｉbh＝（（Ｉbr－Ｉbu）×Ｔｂ）／Ｔｐを算出し、
　前記ベース電流設定値Ｉbrが予め定めたベース電流下限値Ｉbd以下であるときはベース
電流補償値Ｉbh＝（（Ｉbr－Ｉbd）×Ｔｂ）／Ｔｐを算出し、
　前記ピーク電流設定値Ｉprと前記ベース電流補償値Ｉbhとを加算してピーク電流制御設
定値Ｉpcを算出し、このピーク電流制御設定値ＩpcをＩpd＜Ｉpc＜Ｉpuの範囲に制限して
前記ピーク電流を制御する、
ことを特徴とする請求項１記載のパルスアーク溶接の出力制御方法である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
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